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高齢者の心身機能の低下予防と改善に関する研究
大学生と高齢者を対象とした画像による記憶像の再生
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の差の t 検定を行った。その結果， 5円と10円では，表裏の平均誤差に有
意差が得られ(それぞれ，t(570)＝30ｻ43，p＜ｻ01；t(570)＝2ｻ308，p＜ｻ05)，表
の方が裏よりも有意に縮小することが明らかになった。しかし，その他の

























































要因計画 2 (実験参加者：大学生・高齢者)× 2 (紙幣の種類：一万円札，千円



















そこで，平均誤差について， 2 (実験参加者：大学生・高齢者)× 2 (紙幣の種
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付 記
本研究は，2006年度(平成18年度)京都学園大学総合研究所共同研究高齢者の心
身機能の低下予防と改善に関する研究(共同研究者，小川嗣夫・吉中康子・久保
克彦・木村みさか)として行われた研究の一部である。
本研究に際して，亀岡市健康福祉部高齢福祉課の方々に大変お世話になりました。
また，亀岡友愛園軽費老人ホームの方々およびスタッフの方々に多大なご協力を頂
きました。吉中康子先生が企画されました，ヘルスアッププログラムにご参加頂い
た方々にもご協力を頂きました。そして，京都学園大学人間文化学部の学生の皆さ
ん，人間文化研究科の大学院の皆さんにも実験の実施に当たってご協力を頂きまし
た。ここに記して厚くお礼申し上げます。
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